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全会計の決算額
歳入決算額 歳出決算額

一　般　会　計 135億  333万円 122億2,310万円

特
別
会
計

国民健康保険 43億8,887万円 41億3,584万円
下水道事業 15億6,519万円 15億3,546万円
農業集落排水事業 5,836万円 5,709万円
介護保険 22億6,849万円 21億4,193万円
後期高齢者医療 2億6,528万円 2億6,313万円

企
業
会
計

水道事業収益 7億3,578万円 6億5,722万円
水道事業資本 6,619万円 1億8,358万円
工業用水道事
業収益 1,895万円 1,514万円

工業用水道事
業資本 3,270万円 3,410万円

会計名
区分

一般会計の決算状況
歳　入　135億  333万円
歳　出　122億2,310万円
翌年度に繰り越す財源    8,611万円
実質収支額（黒字）11億9,412万円
※実質収支には、災害復旧・復興事業費の精算金が4億8,700万円含まれています。

ひとりあたり納税額：11万   54円
ひとりあたり収入額：47万3,286円
ひとりあたり支出額：42万8,415円

ひとりあたり内訳
民生費 13万9,305円
土木費  6万3,684円
総務費 5万4,097円
公債費 4万6,124円
教育費 4万  538円
衛生費 4万  198円
消防費 1万8,365円
農林水産業費 1万5,759円
議会費 5,162円
商工費 5,112円
災害復旧費 71円

合　計
135億
333万円

地方特例交付金等
1億3,079万円

市税
31億3,998万円

繰入金
4億1,677万円

繰越金
15億4,121万円

諸収入等
3億3,059万円

使用料及び手数料
1億8,335万円

地方交付税
33億1,116万円

地方譲与税
1億7,603万円

自主財
源
（
43.0％

）
依存

財
源
（
5
7.
0％
）

総額135億333万円
前年比15億5,418万円減

国庫支出金
16億4,173万円

市債
11億7,417万円

県支出金
8億670万円

地方消費税交付金
4億6,054万円

1人あたりの収入額　473,286円

分担金及び負担金
1億9,031万円

歳入一般
会計

歳出一般
会計

総額 122億2,310万円
前年比 12億9,320万円減

民生費
39億7,451万円

土木費
18億1,696万円

総務費
15億4,343万円

公債費
13億1,597万円

教育費
11億5,660万円

衛生費
11億4,689万円

消防費　5億2,396万円

農林水産業費
4億4,961万円

議会費　1億4,728万円

1人あたりの支出額　428,415円

災害復旧費　205万円

商工費　1億4,584万円

合　計
122億
2,310万円

財政ウーマン財政ウーマン
アヤメさんアヤメさん

潮来生まれの潮来生まれの
コイちゃんコイちゃん
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市債
10億9,596万円
市債
10億9,596万円

市税
29億2,554万円
市税
29億2,554万円

分担金・負担金
1億4,006万円

使用料・手数料
1億8,162万円

財産収入
5,645万円

寄附金
6,401万円

繰入金
12億3,065万円
繰入金
12億3,065万円

繰越金
3億5,000万円
繰越金
3億5,000万円

諸収入
1億5,325万円

地方譲与税
1億7,000万円
利子割交付金
440万円
配当割交付金
1,322万円

株式等譲渡所得割交付金
　1,344万円地方消費税交付金

4億8,085万円

ゴルフ場利用税
交付金
2,500万円
自動車取得税交付金
3,000万円
地方特例交付金
1,100万円

地方交付税
33億5,867万円
地方交付税
33億5,867万円

交通安全対策
特別交付金
400万円

国庫支出金
16億1,870万円
国庫支出金
16億1,870万円

県支出金
8億2,617万円
県支出金
8億2,617万円

合  計
約127億
5,300万円

自主
財
源（
40％

）

依存
財
源（
60
％
）

合  計
約127億
5,300万円

議会費
1億3,536万円

総務費
17億6,351万円
総務費
17億6,351万円

民生費
41億1,119万円
民生費
41億1,119万円

衛生費
12億4,588万円
衛生費
12億4,588万円

農林水産業費
3億7,900万円

商工費
1億6,435万円

土木費
17億7,734万円
土木費
17億7,734万円

消防費
5億3,753万円

教育費
13億4,666万円
教育費
13億4,666万円

公債費
12億8,218万円
公債費
12億8,218万円

予備費
1,000万円

一般会計
 歳入

一般会計
歳出
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全会計の予算額
会計項目 当初予算額

一般会計 127億5,300万円

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 35億8,003万円

下水道事業特別会計 15億8,303万円

農業集落排水事業特別会計 7,166万円

介護保険特別会計 22億1,019万円

後期高齢者医療特別会計 2億8,469万円
企
業
会
計

水道事業会計 9億2,908万円

工業用水道事業会計 1,835万円

ひとりあたり内訳
民生費 14万4,095円
土木費  6万2,294円
総務費 6万1,810円
公債費 4万4,939円
教育費 4万7,199円
衛生費 4万3,667円
消防費 1万8,840円
農林水産業費 1万3,283円
議会費 4,744円
商工費 5,760円
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潮来市にも借金があると知って驚きました。
いったいどのくらいの借金があるの？

万が一のために貯金もないと心配。
潮来市の貯金はどのくらいあるの？

潮来市の借金（市債）は平成28年度末が215.9億円
平成29年度末が211.8億円で昨年比4.1億円減少しています。

市の預貯金は「一般会計基金」と呼ばれており、主に財源が不
足した場合に使用している、もしもの時のお金。平成28年度の
財政調整基金の残高が24.3億円　平成29年度が23億円です。

財政調整基金とは余裕のある年に積み立て、予算が不足したりして取り崩す必要が生じた
ときに計画的な財政運営を行うための貯金のこと。ほかに自治体の借金を計画的に返済す
るための「減債基金」、その他事業目的別に積み立てる「特定目的基金」があります。

市債は国や県、銀行などから借りている市の借金のこと。道路整備や学校建設のための工
事、上下水道事業などのために借りています。グラフは一般会計と特別会計・企業会計
（上下水道などの借り入れ金）の合計の金額となります。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

市債残高の推移

平成25年度
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平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

財政調整基金残高の推移
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236.7億円236.7億円
229.9億円229.9億円

223.0億円223.0億円
215.9億円215.9億円

211.8億円211.8億円

24.1億円24.1億円
25.7億円25.7億円 25.1億円25.1億円 24.3億円24.3億円 23.0億円23.0億円

単位:億円単位:億円

単位:億円単位:億円
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歳入歳出の管理運用・適正に使われているかチェック・市債等の返済

潮来市の収支も家計のように頑張ってやりくりしているん
だね。市役所の中では誰がどのように管理しているの？

潮来市の豊かな未来のために、私達にもできることって何ですか？

１年の流れ

各部署から各部署から
次年度の次年度の
予算要求予算要求

各部署ヒア各部署ヒア
リング＆リング＆
協議協議

市長による市長による
予算案の予算案の
査定査定

新年度新年度
スタートスタート

前年度前年度
決算完了決算完了

市議会への市議会への
上程・承認上程・承認
年度予算の年度予算の
締切締切

10月～11月 12月～１月 １月～２月 ３月 ４月 ９月

【お問合せ】財政課 財政グループ　☎６３－１１１１ 内線 222・223
潮来市の平成29年度の決算・平成30年度の予算はホームページからご覧いただけます。
潮来市ホームページ　ホーム >　ビジネス・行政 >　財政 >　決算について

たとえば…みなさんで出来ること

公共施設を大切に
使いましょう！

健康になることで
保険医療費を削減！

原市長

ゴミの削減や分別
節水にご協力を！

　市民のみなさんが幸せで豊かな日常生活を送れる
ように、行政サービスの在り方については常に点検
を行い、適正化を図っています。今後人口減少時代
になり、市の収入が減る状況が予想されます。
　市の財政について関心を持っていただき、みんな
で一緒に正しい使い方について考えていきましょう。

市の財政は「財政課」で担当しています。
市の事業を滞りなく行う血液となるお金を
循環させている市役所の心臓部です。
年間を通じて市の予算の管理を行っています。


